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私は 30 年前の新屋表町通りに店舗を構えた者です。 

 

私もその当時新屋郵便局に勤務しておりましたが、今の

    

建物ではなく、古い木造の小さな郵便局でした。 

 

表町通りには湧き水や水飲み場がいくつもあって、方々

                        

から水をくみに来て、自然と仲間になって話しが弾んで

 

いる風景が見られました。 

 

そして 

 

当時は 

 

現在の水くみ場、国万歳さんの長寿の泉が無くて、その

 

場所は川口医院というお医者さんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 提 案 
・地域内外問わず、様々な人が一息つけるような所。→やっぱりおいしい湧き水で出したコーヒーや、

地域商店街で作ろうとしているまんじゅうを食べながら、何時間も居れる、新屋らしい喫茶店がほし

いです。 

・水くみ場近くに座って話せる場はいかがでしょう？夏はオープンに、冬は風をさえぎり暖をとれるよ

うに。 

② 

・ 地域に長く住み、地域に対する愛、

誇りを感じました。 

・ 見てみたかったです。よさそうで

すね。 

③ 

・表町通りはやっぱり「水」。 

・水があれば一番良いが、水以外でも

ここにしかない物をおけば人が集

まるのでは。 

① 

③ ④ 

④ 

・湧き水でできた仲間と、一息つける

ような所。立ち話ではなく、座って

長く新屋にいてもらいたい。 

・昔をかえりみて思い出話だけでは新

しいまちづくりにはならない。将来

を見通した若い人々の考え方で前

に進むような施策を考えよう。 

・泉は団らんの場。町中の潤いの場。

・あたたかみのある町にしたいです

ね。 

② 

⑤ 

・國萬歳さんに感謝しながら、水くみ

はあまり欲張らず、皆気持ちよくい

ただきたいですね。 

⑤ 

⑥ 

①こういう方が、若者らに話をする場

があったら良いですね。 

⑥病棟のある病院がほしい。 


